
CFOの小口です。2019年度第2四半期決算の概要について説明します。
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今回の決算のハイライトは記載のとおりです。
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受注高は、パワードメインが堅調だったことにより、前年同期を1,363億円上回る
1兆6,982億円となりました。売上収益は1兆8,776億円と概ね前年同期並みでしたが、
事業利益（743億円）、親会社の所有者に帰属する四半期利益（292億円）、EBITDA
（1,412億円）はいずれも前年同期を上回りました。フリーキャッシュフローについては、
投資の増加及び営業債務、契約負債の減少により、前年同期に対して1,362億円マイ
ナスの▲2,113億円となりました。
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SpaceJet(MRJ)投資の影響を除いた定常収益については記載のとおりです。
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受注高については、パワーは前年同期比2,398億円増加の6,654億円、インダストリー
＆社会基盤は中量産品の伸びが鈍化している影響もあり607億円減少の8,651億円と

なりました。航空・防衛・宇宙については下期に防衛の大型案件が集中していることか
ら332億円減少の1,923億円となりましたが、民間航空機の受注は堅調に推移していま
す。

売上収益については、パワーは火力が増加した一方、原子力が減少しています。イン
ダストリー＆社会基盤は、受注と同様に中量産品を中心に減少しています。
航空・防衛・宇宙は概ね前年並みとなりました。

事業利益については、パワーは前年同期に対し100億円の減益となりましたが、これ

は原子力の売上が下期に集中していることによるものであり、通期見通しの達成は可
能と考えています。インダストリー＆社会基盤は事業によって増減はありますが、ドメイ
ン全体では前年同期並みで推移しています。航空・防衛・宇宙は、SpaceJet(MRJ)投資
の損失計上額が138億円に留まったことなどから（通期の損失計上額は800億円の予
定）、前年同期対比で347億円増加しました。
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バランスシートについては、前年度末から446億円増加しましたが、IFRS16号の適用に
よるリース資産のオンバランス化の影響で約1,000億円増加しているため、この影響を
除くと実際は減少していることになります。通常、第2四半期末時点では棚卸資産を中

心に総資産額が増加する傾向にあることを踏まえると、財務の健全化、キャッシュフ
ロー重視の経営の成果が着実に現れているものと評価しています。

有利子負債は一時的に増加していますが、今年度末には削減できる見込みのため、
主に、短期返済が可能なコマーシャルペーパーで調達しています。
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自己資本比率は昨年度MRJ関連資産の減損を実施した影響もあり26.9％となっていま

すが、現在のレベルでも財務健全性は十分保たれていると認識しています。有利子負
債、D/Eレシオは概ね計画通りです。キャッシュフローについてはM&A等により、投資
キャッシュフローが増加しています。
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各セグメントの受注高・受注残高は記載のとおりです。

パワーの受注残高はここ最近減少が続いていましたが、ガスタービンの受注が堅調な
ことからその傾向に歯止めがかかったと評価しています。
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売上収益については、記載のとおりです。
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事業利益については、パワーにおいて100億円悪化していますが、これは原子力の売
上が下期に集中している影響です。航空・防衛・宇宙はSpaceJet(MRJ)投資の損失計上
が上期は限定的だったことにより、対前年同期では改善しています。
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業績及びキャッシュフローが概ね計画通りに推移していることや財務の健全性が維持
されていることを踏まえ、年間の業績見通しを据え置きました。

以上で2019年度第2四半期決算の説明を終わります。
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